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薬剤師による取組事例 

新潟市薬剤師会における「平成 29 年度重複投薬者訪問相談事業」 

（新潟県後期高齢者医療広域連合委託事業）について 

 

公益社団法人 日本薬剤師会 

常務理事 有澤賢二 

 

 目的 

新潟市薬剤師会では、新潟県後期高齢者医療広域連合の委託を受け、

平成 29 年度重複投薬者訪問相談事業を実施した。 

同事業は、後期高齢者の居宅を薬剤師が訪問し、薬剤の管理や飲み方

の提案等を行うことで適正な服薬を促し、日常生活の改善及び健康の

保持増進を図るとともに医療費の適正化を図ることを目的とした。 

 

 実施内容 

（対象者） 

３か月連続して同一月に受診医療機関が２か所以上であり、重複投薬

等服薬に関する確認や相談、調整が必要な状況が疑われる後期高齢者。 

 

（抽出条件） 

訪問対象者の抽出は、平成２９年１月～３月診療分の医科・調剤レセ

プトについて条件を設定して行った。 

 

（実施内容） 

訪問した薬剤師は、健康・生活状況のチェックを行った後に、服薬に

関する支援・相談、健康相談等を行い、必要に応じて服薬支援グッズ

やお薬手帳を配布、お薬手帳へ相談内容を記したシールを貼付し、か

かりつけ薬局へ提示するよう依頼した。 

また、かかりつけ薬局は、お薬手帳から相談内容を把握、必要に応じ

て対応を行い、その内容を新潟市薬剤師会へはがきにより報告を行っ

た。 

 

 結果 

延べ１６名の薬剤師が４５件の訪問を行い、そのうち１５件で重複投

薬が発生していた。 
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実際に行った指導等は、 

○ 重複投薬の状況の説明１７件 

○ 保険薬局・薬剤師役割の説明１８件 

○ 薬効・副作用の情報提供２７件 

○ 薬剤管理の助言２４件 

○ 非薬物療法の助言５件 

○ OTC・健康食品の助言９件 

○ 介護サービスの助言１０件 

○ その他５件 

などであった（複数回答）。 

また、４５件中２５件でかかりつけ薬局からフィードバックがあった。 

 

 まとめ 

日常的に患者に接するかかりつけ薬剤師・薬局の継続的な支援が必要

だと思われるが、先述の通り半数程度のかかりつけ薬局からリアクシ

ョンが有り、継続的な支援のきっかけとすることが出来たのではない

かと考えられる。 

医師への重複投薬解消の処方提案まで支援できなかったものの、訪問

対象者への一歩介入した服薬支援、残薬調節につながったと考えられ

る。 


